
　丹波篠山には、地域が抱える課題に取り組む大学生たちがい
ます。彼らはゼミやサークルの活動として、地域の協力のもと
さまざまな活動をされています。このコーナーでは、そんな学
生の皆さんを紹介します。

問い合わせ　創造都市課☎552-5106学生ボランティアが地域課題を解決！

歴
史
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

の
活
動

　
歴
史
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
は
、関

西
国
際
大
学
観
光
学
科
の
研
究
室
で
す
。

地
域
課
題
を
新
た
な
魅
力
に
す
る
た
め
、

地
域
の
住
民
と
一
緒
に
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
放
置
竹
林
の
活
用
、
伝

統
的
な
祭
り
へ
の
参
加
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用

し
た
地
域
の
魅
力
発
信
な
ど
で
す
。

　

今
年
は
７
月
に「
水
無
月
祭
り（
福

住
）」、８
月
に「
波
々
伯
部
祭
り（
日
置
）」

で
山
車
の
担
ぎ
手
と
し
て
参
加
し
、地
域

と
一
緒
に
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
２
月
８
日（
土
）に
は「
福
住
雪

花
火
」で
放
置
竹
林
を
活
用
し
た
竹
灯
籠

を
予
定
し
て
い
ま
す
。福
住
地
区
で
竹
灯

籠
を
実
施
す
る
の
は
今
回
で
５
回
目
。学

生
は
、「
冬
の
冷
た
く
澄
ん
だ
空
気
の
中

に
、暖
か
い
炎
の
灯
り
で
夜
を
彩
る
竹
あ

か
り
を
制
作
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く

だ
さ
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動

　
活
動
す
る
の
は
大
谷
大
学
社
会
学
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
野
村

ゼ
ミ「
地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
学
生
。生
活
者
に
寄
り
添
っ
た
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
、
移
動
手
段

の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
路
線
バ
ス
の

乗
車
体
験
会
や
、
11
月
か
ら
開
始
し
た

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス「
の
る
ー
と
」

に
関
す
る
乗
車
体
験
会
で
す
。

　
乗
車
体
験
会
で
は
、
学
生
が
自
作
し

た「
お
出
か
け
カ
ー
ド（
目
的
地
・
時
間

な
ど
を
記
入
す
る
シ
ー
ト
）」を
使
い
、

携
帯
の
使
い
方
も
教
え
な
が
ら
一
緒
に

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
予
約
し
ま
し

た
。「
現
在
地
域
の
高
齢
者
の
公
共
交
通

の
利
用
率
は
低
い
の
で
、
乗
車
会
を
通

し
て
、公
共
交
通
へ
の
不
安
を
な
く
し
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
」と
岡
田
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

地域あっての達成感
４回生　研究会代表
　慌ただしくも、楽しみながら竹灯籠
を制作する中で、地域の方々にはさま
ざまなお力添えをいただいています。
それらがあってこその竹灯籠に炎を
灯し、冬夜の中で揺れる竹の灯りを見
た時に達成感を感じます。

体験会がきっかけに
２回生　岡

おか

田
だ

紗
さ

奈
な

さん
　高齢者の方の公共交通の利用率は
低い傾向にあります。体験会を通して
運転免許の返納後も楽しくおでかけ
できるようなきっかけづくりになれ
ばと思います。利用者が増えること
で、よりよい公共交通につながったら
うれしいです。

学び合う関係
SHUKUBA代表　佐

さ

々
さ

木
き

幹
みき

夫
お

さん
　学生は地域に学びに来ていますが、
私たちも学生から地域の良さを教え
てもらっています。第三者の視点で魅
力を発見してくれて、地域のことを見
つめ直せます。お互い良い関係が築け
ているのではないかと思います。

これからも 
　使っていきたい
乗車会体験者　細

ほそ

見
み

榮
え

津
つ

子
こ

さん
　学生さんがゆっくりはっきり説明
してくれて、無事に電話で予約するこ
とができました。今は自分で運転しま
すが、家族に頼ることもあります。自
分で動ける間は自分で動きたいので、
これからも使っていきたいです。

関西国際大学関西国際大学

歴史文化ツーリズム研究会歴史文化ツーリズム研究会

大谷大学 大谷大学 

地域モビリティプロジェクト地域モビリティプロジェクト
学生の声

学生の声

　11月30日に丹波篠山市民センターで開催された篠山重要伝統的建造物群保存地区選定20周年記念式典。
　この式典は、令和６年12月に城下町篠山の町並みが国の重要伝統的建造物群保存地区（重伝建地区）に選定されて
20年を迎えるにあたり、これまでの活動を振り返りながら、今後の町並み保存継承にどのように取り組んでいけば
よいかを市民の皆さんと一緒に考えることを目的に、長年、地区内で活動を続けてこられた篠山まちなみ保存会の
皆さんとともに開催しました。
　これからもオンリーワンの篠山城下町の伝統的な町並みを地域の皆さんと一緒に守り、つないでいきたいと思い
ます。市民の皆さんのご理解とご協力をよろしくお願いします。� 問い合わせ　社会教育・文化財課☎552-5792

篠山城下の町並みを未来につなぐ
～ 20年のあゆみとこれから ～

開催記録 篠山重要伝統的建造物群保存地区選定20周年記念式典

基調講演

パネル展示

パネルディスカッション

式典で篠山まちなみ保存会による表彰を受けられた方

村
む ら

上
か み

裕
や す

道
み ち

さん
(京都橘大学文学部
歴史遺産学科教授)

文化庁の高
た か

橋
は し

成
な る

美
み

文化財調査官より
「城跡、旧武家町、旧商家町が一体と
なって残っているところは、伝建地区
の中でも篠山城下町オンリーワンの
大変魅力的なところです」篠山小学校児童の篠山伝建地区での

取り組みなどの展示

功労者表彰

・小
こ

林
ばやし

一
い ち

三
ぞ う

さん（前篠山まちなみ保存会会長）
・才

さい

本
もと

謙
けん

二
じ

さん（町並み景観保全協力建築士）

優良新築修景表彰

・安
あ

達
だち

守
まもる

さん/知
とも

子
こ

さん　・寺
てら

本
もと

典
みち

代
よ

さん
・藤

ふじ

原
わら

宗
むね

良
よし

さん　・松
まつ

田
だ

修
おさむ

さん

　城下町篠山のこれまでの20年間の取
り組みと、これからの展望について講演
いただきました。これまでの地域の方々
による町並み保存継承の取り組みを評価
され、今後、町並みを継承していくため
には、さまざまな課題に対応しながら、
城下町篠山の町並みを使い続けることが
大切であると話されました。

　村上裕道さん進行のもと、６人のパネ
ラーがそれぞれの立場で意見を交換。こ
れまで城下町篠山の重伝建地区選定に尽
力されてきた経験などを生かして活発に
討論が行われました。春日神社の祭礼や
能などの古きよきものが残る城下町篠
山。他では体験できないような、特別な
体験ができる城下町であることに触れ、
今では若い人もたくさん訪れる人気の地
であると、城下町篠山の盛り上がりを共
有しました。

黒黒
くろくろ

田田
だだ

龍龍
りゅうりゅう

二二
じじ

さんさん
（文化審議会委員・（文化審議会委員・
神戸大学名誉教授）神戸大学名誉教授）

酒酒
さかさか

井井
いい

悠悠
ゆうゆう

芽芽
がが

さんさん　　西西
にしにし

田田
だだ

悠悠
ゆゆ

珠珠
ずず

さんさん
（篠山鳳鳴高等学校）（篠山鳳鳴高等学校）

才才
さいさい

本本
もともと

謙謙
けんけん

二二
じじ

さんさん
（町並み景観保全（町並み景観保全
協力建築士）協力建築士）

川川
かわかわ

端端
ばたばた

登登
のぼるのぼる

さんさん
（篠山まちなみ保存会会長）（篠山まちなみ保存会会長）

足足
ああ

立立
だちだち

義義
よしよし

則則
のりのり

さんさん
（丹波篠山市（丹波篠山市
商工同友会会長）商工同友会会長）

「重要伝統的建造物群保存地区選定20周年記念  これまでの20年 これからの20年」

「文化あふれるこの町を世代を超えて守っていく！」
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問い合わせ
神戸大学・丹波篠山市農村イノベーションラボ� ☎ 506-6628
丹波篠山フィールドステーション� ☎ 506-2366

大学連携でんしょばと

ふるさといちばん

丹波篠山の時代をつくろう

市長の とーくHOT
ほっと

今月のこ ん に ち は 市 長 室
　市長が市政に対してのご意見やご要望を
お聴きする場として開催しています。事前の
申し込みは不要で、懇談会または１人15分程
度の面談です。
と　き　１月９日（木）13：30～16：00
ところ　中央図書館
問い合わせ　秘書広報課☎552-5109

３人の学生インターンが活躍しています！

新
あ ら

川
か わ

裕
ゆ う

士
と

さん
丹波篠山市出身
神戸学院大学３年
　中間支援を軸とした地域づく
りを地元で学びたくてインター
ン活動を始めました。特に、「半
学半域型」協力隊員募集広報活
動は、人の生き方・市の未来に
影響を与えるため、誇りに思っ
ています！インターン経験から
学んだ「人」を大切にしたまちづ
くりに、一個人としても積極的
に参画していきたいです。

角
す み

凜
り ん

人
と

さん
熊本県熊本市出身
神戸大学２年
　自分の専門を超えて異なる分
野で活躍する方々と関わりたい
という思いから、インターン活
動を始めました。「半学半域型」
協力隊員募集広報活動では、多
様なキャリアの人と接する中
で、知見が広がるのを感じてい
ます！今後も彼らから多くを学
びながら、将来の仕事に生かし
ていきたいと考えています。

山
や ま

戸
と

隆
た か

志
し

さん
大阪府大阪市出身
桃山学院大学３年
　大学のゼミ活動でイノベーショ
ンラボを見学して興味を持ちまし
た。活動を通して、想像以上に地
域の人との関わりが多いことに驚
き、人脈をもとに地域の人事部と
しての役割を果たしているのだな
と感じました。参加して日は浅い
ですが、これからさまざまな経験
を吸収し、身に着けられるように
頑張ります！

キャリアセミナー「丹波篠山で叶える自分スタイル」を開催します！
丹波篠山で起業をめざす20代を交えた座談会です。詳細はインスタグラムをチェック！
日時  １月５日（日）13:30 ～ 15:30　　場所  神戸大学・丹波篠山市農村イノベーションラボ

問い合わせ　（一社）丹波篠山キャピタル  ☎506-6628 ✉info@tscapital.jp

学生インターン
募集中！

温
か
い
兵
庫
を
取
り
戻
し
、

兵
庫
県
政
が
前
進
し
ま
す
よ
う
に
！

　
私
は
、
今
年
の
４
月
か
ら
兵
庫

県
市
長
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
兵
庫
県
と
の
関

係
で
意
見
表
明
を
し
ま
し
た
。

一
、　
11
月
14
日
、私
を
含
め
県
内

の
有
志
、
22
人
の
市
長
が
稲い

な

村む
ら

和か
ず

美み

さ
ん
を
支
持
す
る
表
明
を
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、「
市
長
の

立
場
を
守
ろ
う
と
し
て
、
市
民
の

こ
と
を
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
」と
尋
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
全
く
逆
な
の
で
す
。

文
書
問
題
で
県
政
が
混
乱
し
、
選

挙
戦
に
入
っ
て
よ
り
混
乱
が
広
が

り
、
こ
れ
以
上
の
混
乱
を
な
く
す

に
は
、
新
し
い
人
に
よ
る
新
し
い

県
政
を
期
待
し
た
も
の
で
す
。
そ

れ
は
自
分
の
立
場
を
守
ろ
う
と
し

た
の
で
は
な
く
、
混
乱
を
見
る
に

つ
れ
、黙
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

名
前
を
出
し
て
で
も
市
長
た
ち
の

考
え
を
示
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の

で
す
。
そ
れ
が
22
人
も
集
ま
り
ま

し
た
。
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
効

果
も
当
然
考
え
ま
し
た
が
、
事
実

に
反
す
る
こ
と
、
人
権
侵
害
に
つ

な
が
る
こ
と
な
ど
そ
れ
ほ
ど
の
混

乱
ぶ
り
を
目
に
し
た
か
ら
で
す
。

二
、　
11
月
26
日
、知
事
の
再
選
後

初
の
県
と
市
町
の
懇
話
会
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
市
長
会
を
代
表
し

て
、
次
の
と
お
り
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

「
県
民
の
皆
さ
ん
の
、知
事
は
齋さ

い

藤と
う

さ
ん
が
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
民
意

は
大
変
尊
重
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

知
事
に
は
百
条
委
員
会
や
第
三
者

委
員
会
の
審
理
も
続
い
て
い
ま
す

し
、
こ
の
た
び
の
選
挙
で
も
い
ろ

い
ろ
な
点
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、

ま
だ
混
乱
や
停
滞
が
続
い
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
、
大
変
心
配

も
し
て
い
ま
す
」

「
私
た
ち
県
内
の
市
町
の
多
く
は
、

兵
庫
県
と
の
連
携
な
く
し
て
は
、

解
決
で
き
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
丹
波
篠

山
市
で
言
え
ば
、
医
療
、
県
立
高

校
の
統
合
、農
村
を
ど
う
守
る
か
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
は
知
事
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
な
く
し
て
は
、
解
決

が
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
混
乱
が

続
く
と
大
変
困
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
ぜ
ひ
と
も
、
県
政
が
前
に
進

み
ま
す
よ
う
に
、
最
善
の
努
力
を

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

た
い
と
思
い
ま
す
」

「
そ
の
上
で
私
か
ら
２
点
、思
い
と

お
願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
１
つ
目
は
、
言
論
が
保
障
さ

れ
、
人
権
が
守
ら
れ
、
温
か
い
心

の
兵
庫
県
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

た
び
の
選
挙
で
は
、
事
実
と
違
う

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ

と
が
流
布
さ
れ
た
り
、
ま
た
、
人

権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
こ

と
も
見
受
け
ら
れ
た
り
、
大
変
憂

う
べ
き
状
況
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
県
会
議
員
の
竹た

け

内う
ち

さ

ん
が
議
員
辞
職
を
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
活
動
に
伴
っ
て
誹
謗
中
傷
を

受
け
て
、
議
員
が
続
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
話
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ

と
も
無
く
、
大
変
悲
し
く
、
遺
憾

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
自
由
に
発
言
を

し
、
話
し
合
い
を
し
、
結
論
を
決

め
て
い
く
と
い
う
民
主
主
義
、
兵

庫
県
の
民
主
主
義
が
壊
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
も
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」

「
も
う
一
つ
は
、人
口
減
少
の
時
代

に
あ
っ
て
、子
育
て
や
教
育
な
ど
、

若
い
世
代
へ
の
投
資
と
農
に
関
わ

る
多
様
な
担
い
手
が
、
こ
れ
か
ら

も
農
業
や
農
地
や
農
村
社
会
を
守

れ
る
よ
う
な
具
体
策
に
つ
い
て
、

協
議
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。」

　
以
上
の
と
お
り
、私
の
意
思
表
明

は
、
県
政
の
混
乱
、
停
滞
を
収
束
し

て
ほ
し
い
、自
由
に
発
言
で
き
て
議

論
し
て
い
く
、温
か
い
兵
庫
を
取
り

戻
し
て
ほ
し
い
、そ
れ
を
願
っ
て
の

も
の
で
す
。

第14代

丹波篠山観光大使募集
任期

４月１日～令和９年３月31日
（年間10日程度の活動）

応募資格
・�市内在住、在勤の18歳以上の男女
（高校卒業予定者も可）
・司会進行や接客に興味のある方
・�丹波篠山愛が強く、魅力を積極的に
PRしてくださる方
※任命前に研修があります。

募集人数

選考方法
１次＝書類選考
２次＝面接  ２月15日（土）

３人 １月31日（金）
※必着。

応募期限

問い合わせ　一般社団法人  丹波篠山市観光協会☎506-1535
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く
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政
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ダ
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ン
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ぐ
く
み

お
で
か
け
・
相
談

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

ま
ち
の
話
題

街
か
ど
リ
ポ
ー
ト


